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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体を導入するための第１開口部が形成される筐体と、
　前記筐体内部に装着されるように構成され、感光体を備えるプロセスカートリッジと
を備え、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体から離脱されるときに把持されるプロセスカートリッジ把持部を有し、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、前記第１開口
部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たることを低減する
ように構成され、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体内部に装着されるように構成され、前記感光体を備える感光体カートリッジ
と、
　　前記感光体カートリッジに装着されるように構成され、現像剤を収容可能に構成され
る現像剤収容カートリッジとを備え、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記感光体カートリッジに設けられ、前記感光体カートリッジを前記筐体から離脱す
るときに把持される感光体カートリッジ把持部と、
　　前記現像剤収容カートリッジに設けられ、前記現像剤収容カートリッジを前記感光体
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カートリッジから離脱するときに把持される現像剤収容カートリッジ把持部とから構成さ
れ、
　前記感光体カートリッジ把持部と前記現像剤収容カートリッジ把持部とは、
　　前記現像剤収容カートリッジが前記感光体カートリッジに装着された状態において、
前記感光体の長手方向に沿って並ぶように配置されていることを特徴とする、画像形成装
置。
【請求項２】
　前記プロセスカートリッジ把持部は、前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着
された状態において、前記第１開口部が前記感光体に向けて投影されたときの投影面と重
なるように構成されていることを特徴とする、請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記現像剤収容カートリッジ把持部は、前記現像剤収容カートリッジが前記感光体カー
トリッジに装着された状態において、前記感光体カートリッジ把持部の前記長手方向両端
部のそれぞれに対して、前記長手方向外側から対向するように設けられていることを特徴
とする、請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記感光体カートリッジ把持部および前記現像剤収容カートリッジ把持部の少なくとも
いずれか一方は、前記長手方向に沿って延びる延出部を備え、
　前記延出部は、前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、
前記長手方向と直交する直交方向に投影したときに、前記感光体カートリッジ把持部およ
び前記現像剤収容カートリッジ把持部のいずれか他方と重なるように構成されていること
を特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記筐体には、前記プロセスカートリッジを着脱するための第２開口部が形成され、
　前記筐体は、前記第２開口部を開放する開放位置と、前記第２開口部を閉鎖する閉鎖位
置とに移動可能に構成される開閉部材を備え、
　前記開閉部材は、前記開放位置から前記閉鎖位置に向けて移動されるときに、前記筐体
に装着途中の前記感光体カートリッジの前記感光体カートリッジ把持部を押圧するように
構成される押圧部を備えていることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の
画像形成装置。
【請求項６】
　前記筐体は、
　　前記筐体に装着された前記プロセスカートリッジと前記第１開口部との間に配置され
、前記第１開口部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たる
ことを低減するように構成される遮光部材を備えていることを特徴とする、請求項１～５
のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記遮光部材は、前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において
、前記感光体に向けて投影されたときに、前記現像剤収容カートリッジ把持部と重なるよ
うに配置されていることを特徴とする、請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記遮光部材は、前記感光体の長手方向に間隔を隔てて配置されていることを特徴とす
る、請求項６または７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記感光体は、前記筐体に対して回転可能に構成され、
　前記遮光部材の基端部と前記プロセスカートリッジ把持部の遊端部とのそれぞれが、前
記感光体の軸中心と前記第１開口部とを結ぶ直線に対して、一方側に配置され、
　前記遮光部材の遊端部と前記プロセスカートリッジ把持部の基端部とのそれぞれが、前
記直線に対して、他方側に配置されていることを特徴とする、請求項６～８のいずれか一
項に記載の画像形成装置。



(3) JP 5962273 B2 2016.8.3

10

20

30

40

50

【請求項１０】
　前記遮光部材は、遊端部が、前記基端部よりも前記プロセスカートリッジ側に配置され
ていることを特徴とする、請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記プロセスカートリッジ把持部は、前記プロセスカートリッジにおける前記第１開口
部側の端部に設けられていることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の
画像形成装置。
【請求項１２】
　前記プロセスカートリッジ把持部には、前記第１開口部側の面に、凹凸領域が形成され
ていることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記プロセスカートリッジ把持部は、前記プロセスカートリッジに接続される基端部か
ら、前記第１開口部から前記感光体に向かう第１方向と交差するように延びて形成され、
　前記第１方向と前記プロセスカートリッジ把持部の延びる方向とが、鈍角を形成するこ
とを特徴とする、請求項１～１２のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１４】
　前記筐体内部に配置され、前記感光体を露光するためのレーザ光を前記感光体に向かっ
て出射可能に構成される露光部材をさらに備え、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、前記プロセスカートリッジが前記筐体に装置され
た状態において、前記感光体よりも前記露光部材側に配置されることを特徴とする、請求
項１～１３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１５】
　前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、前記プロセスカ
ートリッジ把持部の前記第１開口部側の面が、前記第１開口部から前記筐体内部に侵入す
る光の少なくとも一部を遮光し、前記プロセスカートリッジ把持部の前記第１開口部側の
面と反対側の面が、前記レーザ光の通過を許容することを特徴とする、請求項１４に記載
の画像形成装置。
【請求項１６】
　記録媒体を前記第１開口部を介して前記筐体内部に導入するときに、記録媒体の導入を
ガイドするためのガイド部をさらに備え、
　前記ガイド部は、前記第１開口部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前
記感光体に当たることを低減するように構成されていることを特徴とする、請求項１～１
５のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１７】
　前記筐体は、前記ガイド部を支持するための支持部を備え、
　前記支持部は、前記第１開口部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記
感光体に当たることを低減するように構成されていることを特徴とする、請求項１６に記
載の画像形成装置。
【請求項１８】
　記録媒体を導入するための第１開口部が形成される筐体と、
　前記筐体内部に装着されるように構成され、感光体を備えるプロセスカートリッジと
を備え、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体から離脱されるときに把持されるプロセスカートリッジ把持部を有し、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、前記第１開口
部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たることを低減する
ように構成され、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体内部に装着されるように構成され、前記感光体を備える感光体カートリッジ
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と、
　　前記感光体カートリッジに装着されるように構成され、現像剤を収容可能に構成され
る現像剤収容カートリッジとを備え、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記感光体カートリッジに設けられ、前記感光体カートリッジを前記筐体から離脱す
るときに把持される感光体カートリッジ把持部と、
　　前記現像剤収容カートリッジに設けられ、前記現像剤収容カートリッジを前記感光体
カートリッジから離脱するときに把持される現像剤収容カートリッジ把持部とから構成さ
れ、
　前記筐体には、前記プロセスカートリッジを着脱するための第２開口部が形成され、
　前記筐体は、前記第２開口部を開放する開放位置と、前記第２開口部を閉鎖する閉鎖位
置とに移動可能に構成される開閉部材を備え、
　前記開閉部材は、前記開放位置から前記閉鎖位置に向けて移動されるときに、前記筐体
に装着途中の前記感光体カートリッジの前記感光体カートリッジ把持部を押圧するように
構成される押圧部を備えていることを特徴とする、画像形成装置。
【請求項１９】
　記録媒体を導入するための第１開口部が形成される筐体と、
　前記筐体内部に装着されるように構成され、感光体を備えるプロセスカートリッジと
を備え、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体から離脱されるときに把持されるプロセスカートリッジ把持部を有し、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、前記第１開口
部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たることを低減する
ように構成され、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体内部に装着されるように構成され、前記感光体を備える感光体カートリッジ
と、
　　前記感光体カートリッジに装着されるように構成され、現像剤を収容可能に構成され
る現像剤収容カートリッジとを備え、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記感光体カートリッジに設けられ、前記感光体カートリッジを前記筐体から離脱す
るときに把持される感光体カートリッジ把持部と、
　　前記現像剤収容カートリッジに設けられ、前記現像剤収容カートリッジを前記感光体
カートリッジから離脱するときに把持される現像剤収容カートリッジ把持部とから構成さ
れ、
　前記筐体は、
　　前記筐体に装着された前記プロセスカートリッジと前記第１開口部との間に配置され
、前記第１開口部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たる
ことを低減するように構成される遮光部材を備え、
　前記遮光部材は、前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において
、前記感光体に向けて投影されたときに、前記現像剤収容カートリッジ把持部と重なるよ
うに配置されていることを特徴とする、画像形成装置。
【請求項２０】
　記録媒体を導入するための第１開口部が形成される筐体と、
　前記筐体内部に装着されるように構成され、感光体を備えるプロセスカートリッジと
を備え、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体から離脱されるときに把持されるプロセスカートリッジ把持部を有し、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
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　　前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、前記第１開口
部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たることを低減する
ように構成され、
　前記筐体は、
　　前記筐体に装着された前記プロセスカートリッジと前記第１開口部との間に配置され
、前記第１開口部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たる
ことを低減するように構成される遮光部材を備え、
　前記遮光部材は、前記感光体の長手方向に間隔を隔てて配置されていることを特徴とす
る、画像形成装置。
【請求項２１】
　記録媒体を導入するための第１開口部が形成される筐体と、
　前記筐体内部に装着されるように構成され、感光体を備えるプロセスカートリッジと
を備え、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体から離脱されるときに把持されるプロセスカートリッジ把持部を有し、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、前記第１開口
部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たることを低減する
ように構成され、
　前記筐体は、
　　前記筐体に装着された前記プロセスカートリッジと前記第１開口部との間に配置され
、前記第１開口部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たる
ことを低減するように構成される遮光部材を備え、
　前記感光体は、前記筐体に対して回転可能に構成され、
　前記遮光部材の基端部と前記プロセスカートリッジ把持部の遊端部とのそれぞれが、前
記感光体の軸中心と前記第１開口部とを結ぶ直線に対して、一方側に配置され、
　前記遮光部材の遊端部と前記プロセスカートリッジ把持部の基端部とのそれぞれが、前
記直線に対して、他方側に配置されていることを特徴とする、画像形成装置。
【請求項２２】
　記録媒体を導入するための第１開口部が形成される筐体と、
　前記筐体内部に装着されるように構成され、感光体を備えるプロセスカートリッジと
を備え、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体から離脱されるときに把持されるプロセスカートリッジ把持部を有し、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、前記第１開口
部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たることを低減する
ように構成され、
　前記プロセスカートリッジ把持部には、前記第１開口部側の面に、凹凸領域が形成され
ていることを特徴とする、画像形成装置。
【請求項２３】
　記録媒体を導入するための第１開口部が形成される筐体と、
　前記筐体内部に装着されるように構成され、感光体を備えるプロセスカートリッジと
を備え、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体から離脱されるときに把持されるプロセスカートリッジ把持部を有し、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、前記第１開口
部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たることを低減する
ように構成され、
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　前記プロセスカートリッジ把持部は、前記プロセスカートリッジに接続される基端部か
ら、前記第１開口部から前記感光体に向かう第１方向と交差するように延びて形成され、
　前記第１方向と前記プロセスカートリッジ把持部の延びる方向とが、鈍角を形成するこ
とを特徴とする、画像形成装置。
【請求項２４】
　記録媒体を導入するための第１開口部が形成される筐体と、
　前記筐体内部に装着されるように構成され、感光体を備えるプロセスカートリッジと、
　前記筐体内部に配置され、前記感光体を露光するためのレーザ光を前記感光体に向かっ
て出射可能に構成される露光部材と、を備え、
　前記プロセスカートリッジは、
　　前記筐体から離脱されるときに把持されるプロセスカートリッジ把持部を有し、
　前記プロセスカートリッジ把持部は、
　　前記プロセスカートリッジが前記筐体内部に装着された状態において、前記第１開口
部から前記筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が前記感光体に当たることを低減する
ように構成され、
　　前記プロセスカートリッジが前記筐体に装置された状態において、前記感光体よりも
前記露光部材側に配置されることを特徴とする、画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真方式が採用される画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式の画像形成装置として、装置本体と、装置本体に離脱可能に装着されるプ
ロセスカートリッジとを備えるプリンタが知られている。
【０００３】
　このようなプリンタとしては、例えば、装置本体に、記録紙などのシートを導入するた
めの開口部が形成され、プロセスカートリッジが、トナーを収容するとともに、感光体ド
ラムを支持するプリンタが提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　そして、そのようなプリンタでは、画像形成動作において、感光体ドラムの周面に静電
潜像が形成された後、その静電潜像にトナーが供給され、感光ドラムの周面に可視像（現
像剤像）が担持される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２２４５０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかるに、特許文献１に記載のプリンタでは、開口部から装置本体内部に光が侵入し、
その侵入した光が、装着されたプロセスカートリッジの感光体ドラムに到達する場合があ
る。
【０００７】
　そうすると、感光体ドラムの周面に所望しない光が当たり、感光体ドラムの周面が劣化
する場合がある。また、画像形成動作において、感光体ドラムの周面に所望しない光が当
たると、感光体ドラムの周面に形成される静電潜像やその周辺の領域における電位が変化
して、その電位の変化に起因する画像形成不良が生じる場合がある。
【０００８】
　そこで、装置本体内部に侵入した光が感光体ドラムに到達することを抑制する構成が種
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々検討されている。例えば、装置本体内部に、光を遮光するための遮光部材を設ける構成
が提案されている。
【０００９】
　しかし、そのような構成では、装置本体内部に遮光部材を設けるためのスペースを確保
する必要があり、プリンタの小型化を図るには限度がある。
【００１０】
　そこで、本発明の目的は、感光体の劣化を抑制できるとともに、画像形成不良の発生を
抑制することができ、かつ、小型化を図ることができる画像形成装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
（１）上記した目的を達成するために、本発明の画像形成装置は、記録媒体を導入するた
めの第１開口部が形成される筐体と、筐体内部に装着されるように構成され、感光体を備
えるプロセスカートリッジとを備えている。
【００１２】
　プロセスカートリッジは、筐体から離脱されるときに把持されるプロセスカートリッジ
把持部を有している。
【００１３】
　プロセスカートリッジ把持部は、プロセスカートリッジが筐体内部に装着された状態に
おいて、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が感光体に当たることを
低減するように構成されている。
【００１４】
　このような構成によれば、プロセスカートリッジ把持部が、第１開口部から筐体内部に
侵入した光が感光体に当たることを低減するように構成されているので、感光体の表面が
劣化することを抑制でき、画像形成動作においては、感光体の表面における電位が変化し
てしまうことを抑制できる。
【００１５】
　つまり、プロセスカートリッジ把持部が光を遮光するように構成されているので、筐体
内部に別途遮光部材を設けることなく、感光体の表面が劣化することを抑制でき、かつ、
画像形成不良の発生を抑制できる。
【００１６】
　また、プロセスカートリッジは筐体内部に離脱可能に装着されており、筐体には、装着
されたプロセスカートリッジを離脱させるための離脱スペースが確保されている。そして
、プロセスカートリッジ把持部は、装着されたプロセスカートリッジが筐体から離脱され
るときに把持されるように、離脱スペース内に収容されている。
【００１７】
　つまり、離脱スペース内に、プロセスカートリッジ把持部を把持するためのスペースお
よび遮光するためのスペースのそれぞれが互いに兼用されるように確保されている。
【００１８】
　そのため、筐体内部において、遮光するためのスペースを別途確保する必要がなく、筐
体の小型化、ひいては、画像形成装置の小型化を図ることができる。
【００１９】
　従って、本発明の画像形成装置によれば、感光体の劣化を抑制できるとともに、画像形
成不良の発生を抑制することができ、かつ、小型化を図ることができる。
（２）また、プロセスカートリッジ把持部は、プロセスカートリッジが筐体内部に装着さ
れた状態において、第１開口部が感光体に向けて投影されたときの投影面と重なるように
構成されていてもよい。
【００２０】
　このような構成によれば、プロセスカートリッジ把持部が、第１開口部と感光体との間
に配置されているので、第１開口部から感光体に向かって進行する光を確実に遮光できる
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。
【００２１】
　そのため、第１開口部から筐体内部に侵入する光、とりわけ、第１開口部から感光体に
向かって進行する光が、感光体に当たることを低減できる。
（３）また、プロセスカートリッジは、筐体内部に装着されるように構成され、感光体を
備える感光体カートリッジと、感光体カートリッジに装着されるように構成され、現像剤
を収容可能に構成される現像剤収容カートリッジとを備えていてもよい。
【００２２】
　また、プロセスカートリッジ把持部は、感光体カートリッジに設けられ、感光体カート
リッジを筐体から離脱するときに把持される感光体カートリッジ把持部と、現像剤収容カ
ートリッジに設けられ、現像剤収容カートリッジを感光体カートリッジから離脱するとき
に把持される現像剤収容カートリッジ把持部とから構成されていてもよい。
【００２３】
　このような構成によれば、感光体が感光体カートリッジに備えられ、現像剤が現像剤収
容カートリッジに収容されているので、例えば、感光体が寿命を迎えた場合には、感光体
カートリッジのみを交換でき、現像剤の残量が所定値よりも少なくなった場合には、現像
剤収容カートリッジのみを交換できる。
【００２４】
　そのため、１つのカートリッジに、現像剤が収容されるとともに、感光体が備えられて
いる場合と比較して、ランニングコストの低減を図ることができる。
【００２５】
　また、感光体カートリッジを交換する場合には、感光体カートリッジ把持部が把持され
て、筐体から感光体カートリッジが離脱されるので、筐体からの感光体カートリッジの離
脱作業の円滑化を図ることができる。また、現像剤収容カートリッジを交換する場合には
、現像剤収容カートリッジ把持部が把持されて、感光体カートリッジから現像剤収容カー
トリッジが離脱されるので、感光体カートリッジからの現像剤収容カートリッジの離脱作
業の円滑化を図ることができる。
【００２６】
　従って、ランニングコストの低減を図ることができることができながら、感光体カート
リッジおよび現像剤収容カートリッジのそれぞれの離脱作業の円滑化を図ることができる
。
（４）また、感光体カートリッジ把持部と現像剤収容カートリッジ把持部とは、現像剤収
容カートリッジが感光体カートリッジに装着された状態において、感光体の長手方向に沿
って並ぶように配置されていてもよい。
【００２７】
　このような構成によれば、感光体カートリッジ把持部と現像剤収容カートリッジ把持部
とが感光体の長手方向に沿って並ぶように配置されているので、感光体カートリッジ把持
部と現像剤収容カートリッジ把持部との間に生じる隙間を低減することができる。
【００２８】
　そのため、第１開口部から筐体内部に侵入した光が、感光体カートリッジ把持部と現像
剤収容カートリッジ把持部との間の隙間を通過することを抑制できる。
【００２９】
　その結果、プロセスカートリッジが感光体カートリッジと現像剤収容カートリッジとを
備えている場合であっても、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が、
感光体カートリッジ把持部および現像剤収容カートリッジ把持部により遮光され、感光体
に当たることを低減できる。
（５）また、現像剤収容カートリッジ把持部は、現像剤収容カートリッジが感光体カート
リッジに装着された状態において、感光体カートリッジ把持部の長手方向両端部のそれぞ
れに対して、長手方向外側から対向するように設けられていてもよい。
【００３０】
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　このような構成によれば、感光体カートリッジ把持部が、感光体の長手方向において、
現像剤収容カートリッジ把持部に挟まれるように、プロセスカートリッジ把持部の略中央
部分に配置されている。そのため、ユーザが、プロセスカートリッジを筐体から離脱させ
るときに、感光体カートリッジ把持部を把持しやすい。その結果、筐体からのプロセスカ
ートリッジの離脱作業の円滑化を図ることができる。
（６）また、感光体カートリッジ把持部および現像剤収容カートリッジ把持部の少なくと
もいずれか一方は、長手方向に沿って延びる延出部を備えていてもよい。
【００３１】
　この場合、延出部は、プロセスカートリッジが筐体内部に装着された状態において、長
手方向と直交する直交方向に投影したときに、感光体カートリッジ把持部および現像剤収
容カートリッジ把持部のいずれか他方と重なるように構成されている。
【００３２】
　このような構成によれば、延出部が、直交方向に投影したときに、感光体カートリッジ
把持部および現像剤収容カートリッジ把持部のいずれかと重なるように構成されているの
で、直交方向から見て、感光体カートリッジ把持部と現像剤収容カートリッジ把持部との
間には、延出部が配置されている。
【００３３】
　そのため、延出部が、感光体カートリッジ把持部と現像剤収容カートリッジ把持部との
間の隙間を通過しようとする光を、確実に遮光できる。
【００３４】
　その結果、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が、感光体カートリ
ッジ把持部、現像剤収容カートリッジ把持部および延出部により、確実に遮光される。
（７）また、筐体には、プロセスカートリッジを着脱するための第２開口部が形成されて
いてもよい。
【００３５】
　また、筐体は、第２開口部を開放する開放位置と、第２開口部を閉鎖する閉鎖位置とに
移動可能に構成される開閉部材を備えていてもよい。
【００３６】
　この場合、開閉部材は、開放位置から閉鎖位置に向けて移動されるときに、筐体に装着
途中の感光体カートリッジの感光体カートリッジ把持部を押圧するように構成される押圧
部を備えている。
【００３７】
　このような構成によれば、筐体に第２開口部が形成されているので、プロセスカートリ
ッジを第２開口部を介して筐体に確実に着脱できる。
【００３８】
　また、開閉部材が押圧部を備えているので、プロセスカートリッジが筐体に対して装着
途中である場合（筐体に対する装着が不十分である場合）、開閉部材を開放位置から閉鎖
位置に向けて移動させると、押圧部が感光体カートリッジ把持部を押圧する。そうすると
、プロセスカートリッジは、感光体カートリッジ把持部を介して押圧部に押圧され、装着
途中の位置から所定の装着位置に移動される。
【００３９】
　すなわち、開閉部材を開放位置から閉鎖位置に移動させることにより、プロセスカート
リッジを筐体に確実に装着させることができる。
（８）また、筐体は、筐体に装着されたプロセスカートリッジと第１開口部との間に配置
され、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が感光体に当たることを低
減するように構成される遮光部材を備えていてもよい。
【００４０】
　このような構成によれば、遮光部材が、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なく
とも一部が感光体に当たることを低減するように構成されているので、第１開口部から筐
体内部に侵入する光が、遮光部材およびプロセスカートリッジ把持部により、確実に遮光
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される。
【００４１】
　そのため、第１開口部から筐体内部に侵入した光が、感光体に当たることを確実に低減
できる。
（９）また、遮光部材は、プロセスカートリッジが筐体内部に装着された状態において、
感光体に向けて投影されたときに、現像剤収容カートリッジ把持部と重なるように配置さ
れていてもよい。
【００４２】
　このような構成によれば、遮光部材が、感光体に向けて投影されたときに、現像剤収容
カートリッジ把持部と重なるように配置されているので、第１開口部から感光体に向かっ
て進行する光が、遮光部材および現像剤収容カートリッジ把持部により、確実に遮光され
る。
【００４３】
　そのため、容易にジャム処理を実施することができながら、第１開口部から感光体に向
かって進行する光が、感光体に当たることを確実に低減できる。
（１０）また、遮光部材は、感光体の長手方向に間隔を隔てて配置されていてもよい。
【００４４】
　しかるに、遮光部材を筐体内部に設ける構成では、用紙が詰まった場合に、詰まった用
紙を、第１開口部を介して取り除くこと（ジャム処理）が困難になる場合がある。
【００４５】
　しかし、上記の構成によれば、遮光部材が感光体の長手方向に間隔を隔てて配置されて
いるので、それら遮光部材の間から容易にジャム処理を実施することができる。
（１１）また、感光体は、筐体に対して回転可能に構成されていてもよい。
【００４６】
　また、遮光部材の基端部とプロセスカートリッジ把持部の遊端部とのそれぞれが、感光
体の軸中心と第１開口部とを結ぶ直線に対して、一方側に配置され、遮光部材の遊端部と
プロセスカートリッジ把持部の基端部とのそれぞれが、直線に対して、他方側に配置され
ていてもよい。
【００４７】
　このような構成によれば、感光体の軸中心と第１開口部とを結ぶ直線に対して、一方側
には遮光部材の基端部が配置され、他方側にはプロセスカートリッジ把持部の基端部が配
置されているので、第１開口部から筐体内部に侵入し、感光体に向かって進行する光は、
遮光部材およびプロセスカートリッジ把持部の少なくともいずれか一方により、確実に遮
光される。
【００４８】
　そのため、第１開口部から筐体内部に侵入する光が、感光体に当たることをより確実に
低減できる。
（１２）また、遮光部材は、遊端部が、基端部よりもプロセスカートリッジ側に配置され
ていてもよい。
【００４９】
　このような構成によれば、遮光部材の遊端部が、基端部よりもプロセスカートリッジ側
に配置されているので、遮光部材の遊端部とプロセスカートリッジ把持部の基端部との間
の間隔を小さくすることができる。
【００５０】
　そのため、筐体内部に侵入された光が、遮光部材とプロセスカートリッジ把持部との間
を通過することを抑制でき、遮光部材および／またはプロセスカートリッジ把持部により
、確実に遮光される。
【００５１】
　また、遮光部材の遊端部を基端部よりもプロセスカートリッジカートリッジ側に配置す
ると、感光体の軸中心と第１開口部とを結ぶ直線に沿う方向に投影したときにプロセスカ
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ートリッジ把持部と重なる遮光部材の部分（ラップ部分）を大きくすることができる。
【００５２】
　そのため、第１開口部から感光体に向かって進行する光が、遮光部材およびプロセスカ
ートリッジ把持部により、より一層確実に遮光される。
【００５３】
　従って、第１開口部から筐体内部に侵入する光が、感光体に当たることをより一層確実
に低減できる。
（１３）また、プロセスカートリッジ把持部は、プロセスカートリッジにおける第１開口
部側の端部に設けられていてもよい。
【００５４】
　このような構成によれば、プロセスカートリッジ把持部がプロセスカートリッジにおけ
る第１開口部側の端部に設けられているので、プロセスカートリッジが筐体に装着された
状態において、プロセスカートリッジ把持部を第１開口部の近傍に配置することができる
。
【００５５】
　そのため、プロセスカートリッジ把持部が、プロセスカートリッジの他の部分に設けら
れている場合と比較して、第１開口部から筐体内部に侵入される光のうち相対的に多くの
光を遮光できる。
【００５６】
　その結果、第１開口部から筐体内部に侵入した光が、感光体に当たることを確実に低減
できる。
（１４）また、プロセスカートリッジ把持部には、第１開口部側の面に、凹凸領域が形成
されていてもよい。
【００５７】
　しかるに、第１開口部から筐体内部に侵入され、プロセスカートリッジ把持部に到達し
た光は、まず、プロセスカートリッジ把持部の第１開口部側の面に当たる。
【００５８】
　このとき、プロセスカートリッジ把持部における第１開口部側の面には、凹凸領域が形
成されているので、第１開口部側の面に当たった光は、凹凸領域により拡散するように反
射される。
【００５９】
　そのため、第１開口部から筐体内部に侵入した光が、感光体に向かう方向に進行するこ
とを抑制できる。その結果、第１開口部から筐体内部に侵入した光が、感光体に当たるこ
とを確実に低減できる。
（１５）また、プロセスカートリッジ把持部は、プロセスカートリッジに接続される基端
部から、第１開口部から感光体に向かう第１方向と交差するように延びて形成されていて
もよい。
【００６０】
　この場合、第１方向とプロセスカートリッジ把持部の延びる方向とが、鈍角を形成する
。
【００６１】
　このような構成によれば、プロセスカートリッジ把持部が第１方向と交差するように延
びて形成されているので、第１開口部から筐体内部に侵入され、プロセスカートリッジ把
持部の第１開口部側の面に当たった光は、入射点（第１開口部側の面における光の当たっ
た点）に対して、プロセスカートリッジ把持部の基端部側に反射される。
【００６２】
　そのため、第１開口部から筐体内部に侵入した光が、プロセスカートリッジ把持部の遊
端部側に確保されている離脱スペースに侵入することを抑制できる。その結果、第１開口
部から筐体内部に侵入した光が、離脱スペースを通過して、感光体に到達することを抑制
できる。



(12) JP 5962273 B2 2016.8.3

10

20

30

40

50

（１６）また、画像形成装置は、筐体内部に配置され、感光体を露光するためのレーザ光
を感光体に向かって出射可能に構成される露光部材をさらに備えていてもよい。
【００６３】
　この場合、プロセスカートリッジ把持部は、プロセスカートリッジが筐体に装置された
状態において、感光体よりも露光部材側に配置される。
【００６４】
　しかるに、感光体と露光部材との間には、レーザ光を通過させるための露光スペースが
形成されている。そのため、第１開口部から筐体内部に侵入した光が、露光スペースを通
過して、感光体に到達してしまう場合がある。
【００６５】
　しかし、このような構成によれば、プロセスカートリッジ把持部が感光体よりも露光部
材側に配置されるので、プロセスカートリッジ把持部と露光部材との間に生じる隙間を低
減することができる。
【００６６】
　そのため、第１開口部から筐体内部に侵入した光が、プロセスカートリッジ把持部と露
光部材との間を通過して、露光スペースに侵入することを抑制できる。
【００６７】
　その結果、第１開口部から筐体内部に侵入した光が、露光スペースを通過して、感光体
に到達することが抑制できる。
（１７）また、プロセスカートリッジが筐体内部に装着された状態において、プロセスカ
ートリッジ把持部の第１開口部側の面が、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なく
とも一部を遮光し、把持部の第１開口部側の面と反対側の面が、レーザ光の通過を許容し
てもよい。
【００６８】
　このような構成によれば、プロセスカートリッジ把持部の第１開口部側の面が、第１開
口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部を遮光するので、第１開口部から筐体内
部に侵入した光が、露光スペースに侵入することを確実に抑制できる。
【００６９】
　一方、プロセスカートリッジ把持部の第１開口部側の面と反対側の面が、レーザ光の通
過を許容するので、感光体をレーザ光により確実に露光できる。
（１８）また、画像形成装置は、記録媒体を第１開口部を介して筐体内部に導入するとき
に、記録媒体の導入をガイドするためのガイド部をさらに備えていてもよい。
【００７０】
　この場合、ガイド部は、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が感光
体に当たることを低減するように構成されている。
【００７１】
　このような構成によれば、画像形成装置がガイド部を備えているので、記録媒体を第１
開口部を介して筐体内部に円滑に導入することができる。そのため、記録媒体の筐体に対
する導入作業の円滑化を図ることができる。
【００７２】
　また、ガイド部が、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が感光体に
当たることを低減するように構成されているので、第１開口部から筐体内部に侵入した光
が感光体に当たることを確実に低減できる。
（１９）また、筐体は、ガイド部を支持するための支持部を備えていてもよい。
【００７３】
　この場合、支持部は、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が感光体
に当たることを低減するように構成されている。
【００７４】
　このような構成によれば、筐体が支持部を備えているので、ガイド部を筐体に確実に支
持させることができる。
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【００７５】
　また、支持部が、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が感光体に当
たることを低減するように構成されているので、第１開口部から筐体内部に侵入した光が
感光体に当たることをより一層確実に低減できる。
（２０）また、本発明の画像形成装置は、記録媒体を導入するための第１開口部が形成さ
れる筐体と、筐体内部に装着されるように構成され、現像剤を収容するように構成される
現像剤収容カートリッジと、筐体に設けられる感光体とを備えている。
【００７６】
　現像剤収容カートリッジは、筐体から離脱されるときに把持される現像剤収容カートリ
ッジ把持部を有している。
【００７７】
　現像剤収容カートリッジ把持部は、現像剤収容カートリッジが筐体内部に装着された状
態において、第１開口部から筐体内部に侵入する光の少なくとも一部が感光体に当たるこ
とを低減するように構成されている。
【００７８】
　このような構成によれば、現像剤収容カートリッジ把持部が、第１開口部から筐体内部
に侵入した光が感光体に当たることを低減するように構成されているので、感光体の表面
が劣化することを抑制でき、画像形成動作においては、感光体の表面における電位が変化
してしまうことを抑制できる。
【００７９】
　つまり、現像剤収容カートリッジ把持部が光を遮光するように構成されているので、筐
体内部に別途遮光部材を設けることなく、感光体の表面が劣化することを抑制でき、かつ
、画像形成不良の発生を抑制できる。
【００８０】
　また、現像剤収容カートリッジは筐体内部に離脱可能に装着されており、筐体には、装
着された現像剤収容カートリッジを離脱させるための離脱スペースが確保されている。そ
して、現像剤収容カートリッジ把持部は、装着された現像剤収容カートリッジが筐体から
離脱されるときに把持されるように、離脱スペース内に収容されている。
【００８１】
　つまり、離脱スペース内に、現像剤収容カートリッジ把持部を把持するためのスペース
および遮光するためのスペースのそれぞれが兼用されるように確保されている。
【００８２】
　そのため、筐体内部において、遮光するためのスペースを別途確保する必要がなく、筐
体の小型化、ひいては、画像形成装置の小型化を図ることができる。
【００８３】
　従って、本発明の画像形成装置によれば、感光体の劣化を抑制できるとともに、画像形
成不良の発生を抑制することができ、かつ、小型化を図ることができる。
【発明の効果】
【００８４】
　本発明によれば、感光体の劣化を抑制できるとともに、画像形成不良の発生を抑制する
ことができ、かつ、小型化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明の画像形成装置の第１実施形態としてのプリンタを示す側断面図であって
、給紙カバーが第１位置に配置された状態を示す。
【図２】図１に示すプリンタの側断面図であって、給紙カバーが第２位置に配置された状
態を示す。
【図３】図２に示すプロセスカートリッジを左上側から見た斜視図である。
【図４】図３に示すプロセスカートリッジを前下側から見た斜視図である。
【図５】図３に示すドラムカートリッジを左上側から見た斜視図である。
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【図６】図２に示すプロセスカートリッジと遮光部とを前下側から見た斜視図である。
【図７】図１に示すトップカバーの押込部によるプロセスカートリッジの押圧を説明する
ための説明図である。
【図８】本発明の画像形成装置の第２実施形態としてのプリンタを示す側断面図である。
【図９】本発明の画像形成装置の第３実施形態としてのプリンタを示す側断面図であって
、現像カートリッジが着脱途中である状態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００８６】
１．プリンタの全体構成
　図１に示すように、画像形成装置の一例としてのプリンタ１は、筐体の一例としての本
体ケーシング２を備えている。
【００８７】
　本体ケーシング２は、略ボックス形状に形成され、その内部空間に、記録媒体の一例と
しての用紙Ｐを給紙するための給紙部３と、給紙された用紙Ｐに画像を形成するための画
像形成部４とを収容している。
【００８８】
　なお、以下の説明において、方向について言及する場合には、プリンタ１を水平に載置
した状態を基準として、図１における紙面右側を前側とし、図１における紙面左側を後側
とする。また、プリンタ１を前側から見たときを左右の基準とする。すなわち、図１の紙
面手前側が左側であり、紙面奥側が右側である。
（１）本体ケーシング
　本体ケーシング２には、プロセスカートリッジ１５（後述）を着脱するためのカートリ
ッジ開口部５（第２開口部の一例）と、用紙Ｐを導入するための用紙開口部６（第１開口
部の一例）とが形成されている。
【００８９】
　カートリッジ開口部５は、本体ケーシング２の上端部において、上下方向に貫通形成さ
れている。
【００９０】
　用紙開口部６は、本体ケーシング２の前端部における下端部において、前後方向に貫通
形成されている。
【００９１】
　また、本体ケーシング２には、その上端部に、開閉部材の一例としてのトップカバー７
が設けられ、その前端部に、給紙カバー８が設けられている。
【００９２】
　トップカバー７は、前後方向に延びる略平板形状に形成され、その下面における前後方
向略中央部分に、押圧部１０が設けられている。
【００９３】
　押圧部１０は、ドラム把持部７５（後述）の左右両側に設けられる被押圧部７８（後述
、図３参照）に対応するように複数（２つ）設けられ、左右方向に互いに間隔を隔てて対
向配置されている。また、押圧部１０は、トップカバー７の下面から下方に向かって延び
る側面視略矩形状に形成され、左右方向に延びるように形成されている。
【００９４】
　そして、トップカバー７は、その後端部を支点として、カートリッジ開口部５を閉鎖す
る閉鎖位置と、カートリッジ開口部５を開放する開放位置（図９参照）とに揺動（移動）
可能に設けられている（図１に示す二点鎖線参照）。
【００９５】
　給紙カバー８は、上下方向に延びる略平板形状に形成されている。そして、給紙カバー
８は、その下端部を支点として、用紙開口部６を閉鎖する第１位置と、用紙開口部６を開
放する第２位置（図２参照）とに揺動（移動）可能に設けられている（図１に示す二点鎖
線参照）。
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（２）給紙部
　給紙部３は、本体ケーシング２の底部に設けられる用紙載置部９を備えている。
【００９６】
　用紙載置部９は、図２に示すように、用紙開口部６を介して、本体ケーシング２の外部
と連通されている。
【００９７】
　そして、用紙Ｐは、給紙カバー８が第２位置に配置された状態において、その前側部分
が給紙カバー８の上面にスタックされるとともに、その後側部分が用紙開口部６を介して
用紙載置部９内にスタックされる。
【００９８】
　また、給紙部３は、用紙載置部９の後端部上側に配置されるピックアップローラ１１と
、ピックアップローラ１１の後側に配置される給紙ローラ１２と、給紙ローラ１２の後下
側に対向配置される給紙パッド１３と、給紙パッド１３の後端部から連続して上方に向か
って延びる給紙パス１４とを備えている。
（３）画像形成部
　画像形成部４は、図１に示すように、プロセスカートリッジ１５と、露光部材の一例と
してのスキャナユニット１６と、定着ユニット１７とを備えている。
（３－１）プロセスカートリッジ
　プロセスカートリッジ１５は、本体ケーシング２内部に離脱可能に装着されており、給
紙部３の後側部分の上側に配置されている。
【００９９】
　プロセスカートリッジ１５は、感光体カートリッジの一例としてのドラムカートリッジ
１８と、現像剤収容カートリッジの一例としての現像カートリッジ１９とを備えている。
【０１００】
　ドラムカートリッジ１８は、感光体の一例としての感光ドラム２０と、転写ローラ２１
と、スコロトロン型帯電器２２とを備えている。
【０１０１】
　感光ドラム２０は、左右方向に長手の略円筒形状に形成されており、ドラムカートリッ
ジ１８の後側部分に回転可能に設けられている。
【０１０２】
　転写ローラ２１は、左右方向に長手の円筒形状に形成され、感光ドラム２０に対して後
側から圧接されている。
【０１０３】
　詳しくは、転写ローラ２１は、その軸中心が、感光ドラム２０の軸中心よりも僅かに下
側に位置するように、感光ドラム２０の後側に配置されている。なお、転写ローラ２１の
下端縁は、感光ドラム２０の下端縁よりも上側に配置されている。具体的には、転写ロー
ラ２１の軸中心と感光ドラム２０の軸中心とを結ぶ仮想の線分（図示せず）と、前後方向
に沿って水平に延びる仮想の直線（図示せず）とが形成する鋭角の角度は、約３°である
。そのため、転写ローラ２１が感光ドラム２０に対して圧接される圧力（転写圧）には、
転写ローラ２１の自重が影響しない。
【０１０４】
　スコロトロン型帯電器２２は、感光ドラム２０の前上側に間隔を隔てて対向配置されて
いる。
【０１０５】
　詳しくは、スコロトロン型帯電器２２は、転写ローラ２１に対して、感光ドラム２０の
周方向に間隔を隔てて配置されており、感光ドラム２０の軸中心と転写ローラ２１の軸中
心とを結ぶ仮想の線分（図示せず）と、感光ドラム２０の軸中心と帯電ワイヤ２３（後述
）とを結ぶ仮想の線分（図示せず）とが形成する角の角度が約１２０°となるように配置
されている。
【０１０６】
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　また、スコロトロン型帯電器２２は、帯電ワイヤ２３と、グリッド２４とを備えている
。
【０１０７】
　帯電ワイヤ２３は、左右方向に延びるように張設され、感光ドラム２０の前上側に間隔
を隔てて対向配置されている。
【０１０８】
　グリッド２４は、前上方に向かって開放される側面視略コ字状に形成され、帯電ワイヤ
２３を後下側から囲うように設けられている。
【０１０９】
　現像カートリッジ１９は、感光ドラム２０の前下側に配置されており、現像フレーム２
５を備えている。
【０１１０】
　現像フレーム２５内には、トナー収容室２６と現像室２７とが前後に並んで形成されて
いる。トナー収容室２６と現像室２７とは、それらの容積がそれぞれ略同じに形成され、
連通口２８により連通されている。
【０１１１】
　トナー収容室２６には、トナー（現像剤の一例）が収容され、その前後上下方向略中央
部分には、アジテータ２９が設けられている。つまり、アジテータ２９は、感光ドラム２
０よりも下側に配置されている。
【０１１２】
　現像室２７には、その下壁における上面において、供給ローラ溝３０と、現像ローラ対
向面３１と、ロアフィルム貼着面３２とが形成されている。
【０１１３】
　供給ローラ溝３０は、供給ローラ３３（後述）の周面に沿う略半円形状であって、後下
方に向かって窪むように形成されている。
【０１１４】
　現像ローラ対向面３１は、現像ローラ３４（後述）の周面に沿う略円弧形状であって、
供給ローラ溝３０の後端部から連続して後上方に延びるように形成されている。
【０１１５】
　ロアフィルム貼着面３２は、現像ローラ対向面３１の後端部から連続して後方に向かっ
て延びるように形成されている。つまり、ロアフィルム貼着面３２は、現像ローラ対向面
３１よりも上側に配置されている。
【０１１６】
　また、ロアフィルム貼着面３２は、感光ドラム２０の下側部分に対して上下方向に間隔
を隔てて対向配置されており、上下方向に投影したときに、感光ドラム２０の軸中心と重
なるように配置されている。
【０１１７】
　また、現像室２７には、供給ローラ３３と、現像ローラ３４と、層厚規制ブレード３５
と、ロアフィルム３６とが設けられている。
【０１１８】
　供給ローラ３３は、その下側部分が供給ローラ溝３０内に配置されるように、現像室２
７の前側部分に回転可能に設けられている。これにより、供給ローラ３３は、トナー収容
室２６の後側に配置されており、上下方向においてトナー収容室２６と略同じ高さ（トナ
ー収容室２６よりも僅かに上側）に配置されている。
【０１１９】
　現像ローラ３４は、その下側部分における周面と現像ローラ対向面３１とが互いに間隔
を隔てて対向するように、現像室２７の後側部分に回転可能に設けられている。
【０１２０】
　また、現像ローラ３４は、供給ローラ３３に後上側から接触するとともに、その上側お
よび後側部分が現像室２７から露出されるように設けられ、感光ドラム２０に対して前下
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側から接触している。つまり、現像ローラ３４は、供給ローラ３３の後上側に配置される
とともに、感光ドラム２０の前下側に配置されている。そして、供給ローラ３３の軸中心
、現像ローラ３４の軸中心および感光ドラム２０の軸中心は、感光ドラム２０の径方向に
沿う略同一直線上に位置されている。
【０１２１】
　また、現像ローラ３４は、スコロトロン型帯電器２２に対して、感光ドラム２０の周方
向に間隔を隔てて配置されており、感光ドラム２０の軸中心と帯電ワイヤ２３とを結ぶ仮
想の線分（図示せず）と、感光ドラム２０の軸中心と現像ローラ３４の軸中心とを結ぶ仮
想の線分（図示せず）とが形成する角の角度が約１２０°となるように配置されている。
つまり、現像ローラ３４、スコロトロン型帯電器２２および転写ローラ２１のそれぞれは
、感光ドラム２０の周方向において略等間隔を隔てて配置されている。
【０１２２】
　層厚規制ブレード３５は、その上端部が、現像室２７の上壁の後端部に固定され、その
下端部が、現像ローラ３４に前側から接触されている。
【０１２３】
　ロアフィルム３６は、その後側部分がロアフィルム貼着面３２に固定され、その前端部
が、現像ローラ対向面３１の上方において、現像ローラ３４の周面と接触されている。
（３－２）スキャナユニット
　スキャナユニット１６は、プロセスカートリッジ１５に対して前側に対向されるように
、本体ケーシング２内の前側部分に設けられている。
【０１２４】
　スキャナユニット１６は、感光ドラム２０に向けて、画像データに基づいて、レーザー
ビームＬ（レーザ光の一例）を出射し、感光ドラム２０の周面を露光する。
【０１２５】
　詳しくは、レーザービームＬは、複数（２つ）の押圧部１０の間を通過するように、ス
キャナユニット１６から後方に向かって出射され、感光ドラム２０の前端部における周面
を露光する。つまり、感光ドラム２０が露光される露光点（感光ドラム２０の前端部にお
ける周面）は、感光ドラム２０の軸中心に対して、感光ドラム２０と転写ローラ２１とが
接触するニップ点の反対側に設定されている。
【０１２６】
　このとき、現像カートリッジ１９は、レーザービームＬの出射軌跡よりも下側に配置さ
れ、スコロトロン型帯電器２２は、レーザービームＬの出射軌跡よりも上側に配置されて
いる。
（３－３）定着ユニット
　定着ユニット１７は、ドラムカートリッジ１８の後側部分の上側に配置されている。詳
しくは、定着ユニット１７は、スコロトロン型帯電器２２の上方に配置される加熱ローラ
３８と、加熱ローラ３８に対して後上側から圧接される加圧ローラ３９とを備えている。
【０１２７】
　つまり、加熱ローラ３８は、スコロトロン型帯電器２２のグリッド２４の上端部（開放
側端部）近傍に配置されている。
（４）画像形成動作
　現像カートリッジ１９のトナー収容室２６内のトナーは、図２に示すように、アジテー
タ２９の回転により、連通口２８を介して、供給ローラ３３に供給され、さらに、現像ロ
ーラ３４に供給され、供給ローラ３３と現像ローラ３４との間で正極性に摩擦帯電される
。
【０１２８】
　現像ローラ３４に供給されたトナーは、現像ローラ３４の回転に伴って、層厚規制ブレ
ード３５によって厚さが規制され、一定厚さの薄層として現像ローラ３４の表面に担持さ
れる。
【０１２９】
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　一方、感光ドラム２０の表面は、スコロトロン型帯電器２２によって一様に帯電された
後、スキャナユニット１６によって露光される。これにより、感光ドラム２０の周面には
、画像データに基づく静電潜像が形成される。そして、現像ローラ３４に担持されるトナ
ーが感光ドラム２０の周面上の静電潜像に供給されることにより、感光ドラム２０の周面
上にトナー像（現像剤像）が担持される。
【０１３０】
　用紙載置部９にスタックされた用紙Ｐは、ピックアップローラ１１の回転により、給紙
ローラ１２と給紙パッド１３との間に送られ、給紙ローラ１２の回転により１枚ずつ捌か
れる。その後、捌かれた用紙Ｐは、給紙ローラ１２の回転により、給紙パス１４に搬送さ
れて、所定のタイミングで１枚ずつ、画像形成部４（感光ドラム２０（後述）と転写ロー
ラ２１（後述）との間）に給紙される。
【０１３１】
　そして、用紙Ｐは、感光ドラム２０と転写ローラ２１との間を下側から上側に向かって
搬送される。このとき、用紙Ｐに、トナー像が転写され、画像が形成される。
【０１３２】
　そして、用紙Ｐは、加熱ローラ３８と加圧ローラ３９との間を通過するときに加熱およ
び加圧される。このとき、用紙Ｐには、画像が熱定着される。
【０１３３】
　その後、用紙Ｐは、排紙ローラ４０に向けて搬送され、排紙ローラ４０によって、トッ
プカバー７の上面に形成された排紙トレイ４１上に排紙される。
【０１３４】
　このように用紙Ｐは、用紙載置部９から給紙され、感光ドラム２０と転写ローラ２１と
の間（ニップ点）を通過し、次いで、加熱ローラ３８と加圧ローラ３９との間を通過した
後、排紙トレイ４１上に排紙されるように、側面視略Ｃ字状の搬送パスを搬送される。
２．本体ケーシングの詳細
（１）プロセス装着部
　本体ケーシング２には、図１に示すように、プロセス装着部６０が設けられている。
【０１３５】
　プロセス装着部６０は、装着位置（後述）に配置されたプロセスカートリッジ１５を支
持するように構成され、上下方向において、給紙部３の後側部分と定着ユニット１７との
間に配置されている。
【０１３６】
　プロセス装着部６０は、左右方向に延びる側面視略Ｌ字状に形成され、第１装着部分６
１と、第２装着部分６２とを備えている。
【０１３７】
　第１装着部分６１は、前後方向に延びる側面視略矩形状に形成され、その下端部におい
て、ピックアップローラ１１および給紙ローラ１２を回転可能に支持している。また、第
１装着部分６１の上面は、プロセスカートリッジ１５の下端部（詳しくは、カートリッジ
装着部６７（後述）の底壁６９（後述））に沿うように形成されている。
【０１３８】
　第２装着部分６２は、上下方向に延びる側面視略矩形状に形成され、その前面における
上下方向略中央部分には、係合溝６３が形成されている。
【０１３９】
　係合溝６３は、第２装着部分６２の前面から後方に向かって窪むように、プロセスカー
トリッジ１５の後端部（詳しくは、ドラム収容部６６（後述）の後端部）に沿う側面視略
湾曲形状に形成されている。
【０１４０】
　そして、第２装着部分６２は、その前面における係合溝６３よりも下側の部分が、第１
装着部分６１の後面と前後方向に間隔を隔てて対向するように、第１装着部分６１の後側
に配置されている。また、第１装着部分６１の後面と、第２装着部分６２の前面における
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係合溝６３よりも下側の部分とが、上記した給紙パス１４を形成している。
（２）スキャナユニット
　スキャナユニット１６は、第２装着部分６２の前方に間隔を隔てて対向するように、用
紙開口部６の後上側に配置されている。また、スキャナユニット１６と第２装着部分６２
との間には、プロセスカートリッジ１５を本体ケーシング２に対して着脱するための着脱
スペースＳが区画されている。なお、着脱スペースＳに対応する本体ケーシング２の左右
両側壁の内側面（左右方向内側面）には、着脱ガイド部３７が設けられている。そして、
着脱ガイド部３７は、詳しくは後述するが、プロセスカートリッジ１５が本体ケーシング
２に対して着脱されるときに、プロセスカートリッジ１５の移動を案内する。
【０１４１】
　また、スキャナユニット１６は、スキャナ支持部５１と、スキャナ本体５０と、スキャ
ナカバー５２とを備えている。
【０１４２】
　スキャナ支持部５１は、上方に向かって開放される側面視略コ字状に形成され、左右方
向に延びるように形成されている。そして、スキャナ支持部５１は、その左右両端部が本
体ケーシング２の左右両側壁に支持されるとともに、その前端部が用紙開口部６の上端縁
周端部に支持されることにより、本体ケーシング２に固定されている。
【０１４３】
　スキャナ本体５０は、側面視略矩形状の略ボックス形状に形成され、その内部空間には
、レーザ発光部（図示せず）やポリゴンミラー（図示せず）などが収容されている。また
、スキャナ本体５０の後端部には、レーザ発光部（図示せず）から出射されるレーザービ
ームＬが通過されるように、露光開口部５５が形成されている。そして、スキャナ本体５
０は、スキャナ支持部５１の上面に支持されている。
【０１４４】
　スキャナカバー５２は、例えば、ポリスチレン樹脂などから形成されている。また、ス
キャナカバー５２は、前下方に向かって開放される側面視略Ｖ字状に形成され、上下方向
に延びるように形成される第１被覆部５６と、後下方と前上方とを結ぶ方向に延びるよう
に形成される第２被覆部５７とを一体的に有している。
【０１４５】
　第１被覆部５６は、図６に示すように、上下左右方向に延びる略平板形状に形成され、
その略中央部分には、レーザ通過口５４が形成されている。レーザ通過口５４は、露光開
口部５５に対応して（図１参照）、左右方向に長手の正面視略矩形状に貫通形成されてい
る。
【０１４６】
　また、第１被覆部５６には、遮光部材の一例としての遮光部５３が一体的に設けられて
いる。
【０１４７】
　遮光部５３は、第１被覆部５６の下端部における左右方向両端部のそれぞれから下方に
向かって突出する正面視略矩形状に形成されている。つまり、遮光部５３は、左右方向に
間隔を隔てて複数（２つ）設けられている。
【０１４８】
　また、遮光部５３の左右方向内側端縁は、下方に向かうに従って左右方向外側に傾斜す
るように、切り欠かれて形成されている。
【０１４９】
　第２被覆部５７は、図１に示すように、第１被覆部５６の上端部から連続して、プロセ
スカートリッジ１５の着脱方向Ｚ（後述）に沿って前上方に向かって延びる略平板形状に
形成されている。
【０１５０】
　そして、スキャナカバー５２は、第１被覆部５６がスキャナ本体５０を後側から被覆す
るとともに、第２被覆部５７がスキャナ本体５０を上側から被覆するように配置され、第
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２被覆部５７の上端部が本体ケーシング２の前端部における上端部に固定されることによ
り、本体ケーシング２に支持されている。
３．プロセスカートリッジの詳細
　プロセスカートリッジ１５は、図３に示すように、本体ケーシング２（図１参照）に着
脱自在に装着されるドラムカートリッジ１８と、ドラムカートリッジ１８に着脱自在に装
着される現像カートリッジ１９とを備えている。
（１）ドラムカートリッジ
　ドラムカートリッジ１８は、図５に示すように、ドラムフレーム６５を備えている。
【０１５１】
　ドラムフレーム６５は、その後側部分がドラム収容部６６として形成され、その前側部
分がカートリッジ装着部６７として形成されている。
（１－１）ドラム収容部
　ドラム収容部６６は、左右方向に延び、前側が開放される略ボックス形状に形成されて
おり、その前端部がドラム開口７１として区画されている（図１参照）。また、ドラム収
容部６６は、左右方向に間隔を隔てて対向配置される１対の収容部側壁７２を備えている
。
【０１５２】
　１対の収容部側壁７２のそれぞれは、上下前後方向に延びる側面視略矩形状の略平板形
状に形成されている。
【０１５３】
　また、ドラム収容部６６には、図１に示すように、感光ドラム２０と、転写ローラ２１
とが収容されている。
【０１５４】
　感光ドラム２０は、図５に示すように、左右方向に延びるドラム軸８２を備えている。
そして、感光ドラム２０は、ドラム軸８２の左右方向両端部が１対の収容部側壁７２に支
持されることにより、ドラム収容部６６に対して相対回転可能に構成されている。なお、
ドラム軸８２の左右方向端部は、収容部側壁７２を貫通して、左右方向外方へ突出してい
る。
（１－２）カートリッジ装着部
　カートリッジ装着部６７は、現像カートリッジ１９（図３参照）の着脱を許容するよう
に、上側が開放される略ボックス形状に形成され、左右方向に間隔を隔てて対向配置され
る１対の装着部側壁６８と、それらの装着部側壁６８の下端部を連結する底壁６９と、そ
れら装着部側壁６８の前端部を連結する前壁７０とを備えている。
【０１５５】
　１対の装着部側壁６８のそれぞれは、対応する収容部側壁７２の前端部における下端部
から連続して、前方に向かって延びる略平板形状に形成されている。
【０１５６】
　底壁６９は、前後左右方向に延びる略平板形状に形成されている。
【０１５７】
　前壁７０は、底壁６９の前端部から連続して、前方に向かうに従って斜め上方に傾斜す
るように形成されている（図１参照）。
【０１５８】
　そして、ドラム収容部６６とカートリッジ装着部６７とは、図１に示すように、ドラム
開口７１を介して前後方向に連通されている。
【０１５９】
　また、カートリッジ装着部６７には、図５に示すように、感光体カートリッジ把持部の
一例としてのドラム把持部７５が一体的に設けられている。
【０１６０】
　ドラム把持部７５は、前壁７０に設けられており、本体部７６と、把持部分７７と、被
押圧部７８と、延出部７９とを一体的に有している。
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【０１６１】
　本体部７６は、前壁７０の上端部における左右方向略中央部分から連続して、前上方に
向かって延び（図１参照）、かつ、左右方向に延びる略平板形状に形成されている。
【０１６２】
　詳しくは、本体部７６は、図２に示すように、用紙開口部６の上下方向中央部分から感
光ドラム２０のドラム軸８２の軸中心に向かう第１方向Ｘと交差するように、前壁７０に
接続される下端部１０２（基端部）から、前方に向かうに従って上方に傾斜するように延
びて形成されている。
【０１６３】
　また、第１方向Ｘと、本体部７６の延びる方向である第２方向Ｙ１とは、鈍角θ１を形
成している。詳しくは、鈍角θ１の角度は、９０度以上１８０度未満、具体的には、１３
０度である。
【０１６４】
　把持部分７７は、図５に示すように、本体部７６の後面における左右方向略中央部分か
ら後方に向かって突出する略角筒形状に形成されている。
【０１６５】
　被押圧部７８は、本体部７６の後面における左右方向両端部のそれぞれに設けられ、本
体部７６の後面から後方に向かって突出する側面視略三角形状の略平板形状に形成されて
いる。
【０１６６】
　延出部７９は、本体部７６の左右方向両端部のそれぞれから連続して、左右方向外方に
向かって突出する略平板形状に形成されている。
（２）現像カートリッジ
　現像カートリッジ１９は、図３に示すように、上記した現像フレーム２５を備えている
。
【０１６７】
　現像フレーム２５は、左右方向に延びる略ボックス形状に形成されており（図１参照）
、その前端部には、現像剤収容カートリッジ把持部の一例としての現像把持部８０が設け
られている。
【０１６８】
　現像把持部８０は、現像フレーム２５の前端部における左右方向両端部のそれぞれに設
けられている。また、現像把持部８０は、現像フレーム２５の前端部から連続して、前上
方に向かって延び（図２参照）、かつ、左右方向に延びる略平板形状に形成されている。
【０１６９】
　詳しくは、現像把持部８０は、図２に示すように、第１方向Ｘと交差するように、現像
フレーム２５の前端部に接続される下端部（基端部）から、前方に向かうに従って上方に
傾斜するように延びて形成されている。
【０１７０】
　また、第１方向Ｘと、現像把持部８０の延びる方向である第３方向Ｙ２とは、鈍角θ２
を形成している。詳しくは、鈍角θ２の角度は、９０度以上１８０度未満、具体的には、
１１５度である。
【０１７１】
　また、現像把持部８０の前面には、図４に示すように、複数の突条８１（凹凸領域の一
例）が設けられている。
【０１７２】
　複数の突条８１は、前方に向かって突出し、左右方向に延びるように形成され、上下方
向に互いに間隔を隔てて並列配置されている。
【０１７３】
　そして、現像カートリッジ１９は、図３に示すように、ドラムカートリッジ１８のカー
トリッジ装着部６７に装着されている。
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【０１７４】
　現像カートリッジ１９がカートリッジ装着部６７に装着された状態において、複数（２
つ）の現像把持部８０のそれぞれは、対応する被押圧部７８に対して、左右方向外側から
対向配置されている。つまり、ドラム把持部７５と、複数（２つ）の現像把持部８０とは
、左右方向に沿って並ぶように配置されている。
【０１７５】
　また、複数（２つ）の延出部７９のそれぞれは、図４に示すように、前後方向に投影し
たときに、現像把持部８０の左右方向内側部分と重なるように配置されている。
【０１７６】
　これにより、ドラム把持部７５と、複数（２つ）の現像把持部８０とは、図３に示すよ
うに、プロセスカートリッジ把持部の一例としてのプロセス把持部９０として形成されて
いる。つまり、プロセス把持部９０は、プロセスカートリッジ１５における前端部（用紙
開口部６側の端部）に設けられている。
【０１７７】
　なお、現像カートリッジ１９は、ユーザが現像把持部８０を把持して、現像把持部８０
を上側に引き上げることにより、カートリッジ装着部６７から離脱される。
（３）プロセスカートリッジの本体ケーシングに対する装着状態
　このようなプロセスカートリッジ１５は、図１に示すように、プロセス装着部６０に支
持される装着位置に配置されている。
【０１７８】
　具体的には、プロセスカートリッジ１５が装着位置に配置された状態において、ドラム
収容部６６の後端部は第２装着部分６２の係合溝６３に嵌合され、カートリッジ装着部６
７の底壁６９は第１装着部分６１の上側に配置されている。また、ドラム軸８２の左右方
向端部は、着脱ガイド部３７の後端部に嵌合されている。
【０１７９】
　また、感光ドラム２０は、スキャナ本体５０に対して後方に間隔を隔てて対向配置され
、プロセス把持部９０（ドラム把持部７５および複数（２つ）の現像把持部８０）は、感
光ドラム２０と用紙開口部６との間に配置されている。つまり、プロセス把持部９０は、
感光ドラム２０よりもスキャナユニット１６側に配置されている。
【０１８０】
　また、プロセス把持部９０は、スキャナ本体５０の後下側に配置されており、レーザー
ビームＬの出射軌跡に対して下側に間隔を隔てるように配置されている。
【０１８１】
　これにより、レーザービームＬは、プロセス把持部９０の上側において、着脱スペース
Ｓを前側から後側に向かって通過し、ドラム開口７１を介して露出される感光ドラム２０
の周面を露光する。つまり、プロセス把持部９０の上端部および後面は、レーザービーム
Ｌの通過を許容するように構成されており、感光ドラム２０を露光するための露光スペー
スは着脱スペースＳ内に確保されている。
【０１８２】
　また、プロセス把持部９０は、図２に示すように、側面視において用紙開口部６の上下
方向中央部分と感光ドラム２０のドラム軸８２の軸中心とを結ぶ仮想線分Ｌ１（感光ドラ
ム２０の軸中心と用紙開口部６とを結ぶ直線の一例）と交差するように配置されており、
用紙開口部６を第１方向Ｘに沿って投影したときの投影面と重なるように配置されている
。
【０１８３】
　また、複数（２つ）の現像把持部８０のそれぞれは、図６に示すように、対応する遮光
部５３の前側において間隔を隔てて対向配置されている。つまり、複数（２つ）の遮光部
５３のそれぞれは、図２に示すように、プロセスカートリッジ１５と用紙開口部６との間
に配置され、後方に向けて（詳しくは、感光ドラム２０に向けて）投影されたときに、対
応する現像把持部８０と重なるように配置されている。



(23) JP 5962273 B2 2016.8.3

10

20

30

40

50

【０１８４】
　また、遮光部５３の上端部１０１と、プロセス把持部９０の上端部（具体的には、ドラ
ム把持部７５の本体部７６の上端部１０３）とのそれぞれが、仮想線分Ｌ１に対して、上
側（一方側）に配置され、遮光部５３の下端部１００と、プロセス把持部９０の下端部（
具体的には、ドラム把持部７５の本体部７６の下端部１０２）とのそれぞれが、仮想線分
Ｌ１に対して、下側（他方側）に配置されている。
４．プロセスカートリッジの本体ケーシングに対する着脱動作
　次に、プロセスカートリッジ１５の本体ケーシング２に対する着脱を説明する。
（１）本体ケーシングからのプロセスカートリッジの離脱動作
　プロセスカートリッジ１５を本体ケーシング２から離脱させるには、まず、図１に示し
、上記したように、本体ケーシング２のトップカバー７を開放位置に配置させる（図９参
照）。
【０１８５】
　次いで、プロセスカートリッジ１５のプロセス把持部９０、具体的には、ドラム把持部
７５の把持部分７７を把持して、プロセスカートリッジ１５の前端部を前上側に向かって
引き上げる。
【０１８６】
　そうすると、プロセスカートリッジ１５は、感光ドラム２０のドラム軸８２を支点とし
て、左側面視反時計回りに回動される。
【０１８７】
　そして、ドラム把持部７５を前上側にさらに引き上げると、プロセスカートリッジ１５
が、着脱方向Ｚに沿って着脱スペースＳを通過し、カートリッジ開口部５を介して、本体
ケーシング２から離脱される。
【０１８８】
　このとき、ドラムカートリッジ１８に装着される現像カートリッジ１９は、レーザービ
ームＬの出射軌跡を下側から上側に向かって通過する。また、プロセスカートリッジ１５
に設けられる各種ローラ（転写ローラ２１、供給ローラ３３および現像ローラ３４）も、
レーザービームＬの出射軌跡を下側から上側に向かって通過する。
【０１８９】
　以上によって、プロセスカートリッジ１５の本体ケーシング２からの離脱が完了する。
（２）本体ケーシングに対するプロセスカートリッジの装着動作
　プロセスカートリッジ１５を本体ケーシング２内に装着するには、上記した離脱と逆の
手順に操作する。
【０１９０】
　具体的には、トップカバー７を開放位置に配置した状態において（図９参照）、ドラム
軸８２の左右方向端部を着脱ガイド部３７に嵌合させるように、プロセスカートリッジ１
５を、カートリッジ開口部５を介して、着脱スペースＳに挿入する。
【０１９１】
　次いで、プロセスカートリッジ１５を着脱ガイド部３７に沿って後下側に向かって押し
込むと、プロセスカートリッジ１５は、着脱方向Ｚに沿って、後下方に向かって移動され
る。
【０１９２】
　そして、感光ドラム２０のドラム軸８２の左右両端部が、着脱ガイド部３７の後端部に
到達すると、プロセスカートリッジ１５は、感光ドラム２０のドラム軸８２を支点として
、左側面視時計回りに回動する。
【０１９３】
　そうすると、ドラム収容部６６の後端部が係合溝６３に嵌合されるとともに、カートリ
ッジ装着部６７の底壁６９が第１装着部分６１の上側に配置される。
【０１９４】
　これにより、プロセスカートリッジ１５が装着位置に配置される。
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【０１９５】
　次いで、本体ケーシング２のトップカバー７を開放位置から閉鎖位置に向けて移動させ
る。
【０１９６】
　このとき、図７に示すように、プロセスカートリッジ１５が装着途中であった場合（プ
ロセスカートリッジ１５が装着位置に配置されていない場合）、トップカバー７を開放位
置から閉鎖位置に向けて移動させると、押圧部１０が被押圧部７８の上端部に対し上側か
ら当接する。
【０１９７】
　そうすると、トップカバー７の移動に伴なって、プロセスカートリッジ１５が、押圧部
１０により被押圧部７８を介して下方に向かって押圧される。
【０１９８】
　これにより、プロセスカートリッジ１５が、装着途中の位置から装着位置に移動される
。
【０１９９】
　以上により、プロセスカートリッジ１５の本体ケーシング２への装着が完了する。
５．用紙開口部から侵入される光に対する遮光
　プリンタ１では、図２に示すように、画像形成動作時において、給紙カバー８が第２位
置に配置され、用紙開口部６が開放される。そのため、用紙開口部６から本体ケーシング
２内部に、光が侵入する場合がある。
【０２００】
　用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入する光としては、例えば、用紙開口部６
の下端部を通過し、感光ドラム２０のドラム軸８２の軸中心に向かって進行する光線Ｒ１
、用紙開口部６の上端部を通過し、ドラム軸８２の軸中心に向かって進行する光線Ｒ２、
用紙開口部６の上端部を通過した後、用紙Ｐの表面に反射され、ドラム軸８２の軸中心に
向かって進行する光線Ｒ３などが挙げられる。
【０２０１】
　光線Ｒ１には、用紙開口部６の下端部を通過し、本体ケーシング２内部に侵入した後、
本体部７６に到達する光線Ｒ１’と、本体部７６の左右方向外側の空間を通過し（図４参
照）、現像フレーム２５の前面に到達する光線Ｒ１’’とが含まれる。
【０２０２】
　本体部７６に到達した光線Ｒ１’は、本体部７６の前面に当たり、本体部７６によって
下方に向かって反射される。
【０２０３】
　一方、現像フレーム２５の前面に到達した光線Ｒ１’’は、現像フレーム２５により遮
光される。
【０２０４】
　また、光線Ｒ２には、用紙開口部６の上端部を通過して、本体ケーシング２内部に侵入
した後、遮光部５３に到達する光線Ｒ２’と、複数（２つ）の遮光部５３の間（図６参照
）を通過し、本体部７６に到達する光線Ｒ２’’と、本体部７６の左右方向両側の空間を
通過し、現像把持部８０に到達する光線Ｒ２’’’とが含まれる。
【０２０５】
　遮光部５３に到達した光線Ｒ２’は、遮光部５３の前面に当たり、遮光部５３によって
前上方に向かって反射される。そして、遮光部５３に反射された光線Ｒ２’は、遮光部５
３の前上側に配置されるスキャナ支持部５１の下面に反射され、用紙開口部６に向かって
進行する。
【０２０６】
　本体部７６に到達した光線Ｒ２’’は、本体部７６の前面に当たり、本体部７６によっ
て後下方に向かって反射される。
【０２０７】
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　現像把持部８０に到達した光線Ｒ２’’’は、現像把持部８０の前面に当たり、複数の
突条８１によって拡散するように反射（乱反射）される。
【０２０８】
　つまり、プロセス把持部９０（ドラム把持部７５および現像把持部８０）、および、遮
光部５３のそれぞれは、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入する光の少なくと
も一部が感光ドラム２０に当たることを低減するように構成されている。
【０２０９】
　また、光線Ｒ３は、用紙開口部６の上端部を介して、本体ケーシング２内部に侵入した
後、用紙Ｐの表面における入射点Ａにおいて反射され、ドラム軸８２の軸中心に向かって
進行する。
【０２１０】
　そうすると、光線Ｒ３は、ドラムカートリッジ１８の前壁７０の前面に到達し、遮光さ
れる。
【０２１１】
　なお、用紙開口部６の上端部を通過した後、用紙Ｐの表面における入射点Ａよりも後側
の部分で反射される光線Ｒ４は、用紙Ｐに反射された後、第１装着部分６１に到達し、遮
光される。
６．作用効果
（１）プリンタ１では、図２に示すように、プロセス把持部９０が、用紙開口部６から本
体ケーシング２内部に侵入した光が感光ドラム２０に当たることを低減するように構成さ
れているので、感光ドラム２０の表面が劣化することを抑制でき、画像形成動作において
は、感光ドラム２０の表面における電位が変化してしまうことを抑制できる。
【０２１２】
　つまり、プロセス把持部９０が光を遮光するように構成されているので、感光ドラム２
０の表面が劣化することを抑制でき、かつ、画像形成不良の発生を抑制できる。
【０２１３】
　また、プロセスカートリッジ１５は本体ケーシング２内部に離脱可能に装着されており
、本体ケーシング２には、プロセスカートリッジ１５を着脱させるための着脱スペースＳ
（離脱スペース）が確保されている。そして、プロセス把持部９０は、装着されたプロセ
スカートリッジ１５が本体ケーシング２から離脱されるときに把持されるように、着脱ス
ペースＳ内に収容されている。
【０２１４】
　つまり、着脱スペースＳ内に、プロセス把持部９０を把持するためのスペースおよび遮
光するためのスペースのそれぞれが互いに兼用されるように確保されている。
【０２１５】
　そのため、本体ケーシング２内部において、遮光するためのスペースを別途確保する必
要がなく、本体ケーシング２の小型化、ひいては、プリンタ１の小型化を図ることができ
る。
【０２１６】
　従って、本発明のプリンタ１によれば、感光ドラム２０の劣化を抑制できるとともに、
画像形成不良の発生を抑制することができ、かつ、小型化を図ることができる。
（２）また、プロセス把持部９０は、図２に示すように、プロセスカートリッジ１５が本
体ケーシング２内部に装着された状態において、用紙開口部６が感光ドラム２０に向けて
投影されたときの投影面と重なるように配置されている。
【０２１７】
　そのため、プロセス把持部９０が、用紙開口部６から感光ドラム２０に向かって進行す
る光（例えば、光線Ｒ１および光線Ｒ２）を確実に遮光できる。
【０２１８】
　その結果、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入する光、とりわけ、用紙開口
部６から感光ドラム２０に向かって進行する光（例えば、光線Ｒ１および光線Ｒ２）が、
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感光ドラム２０に当たることを低減できる。
（３）また、プロセスカートリッジ１５は、図３に示すように、本体ケーシング２内部に
離脱可能に装着されるように構成され、感光ドラム２０を備えるドラムカートリッジ１８
と（図１参照）、ドラムカートリッジ１８に離脱可能に装着されるように構成され、トナ
ーを収容可能に構成される現像カートリッジ１９とを備えている。
【０２１９】
　そのため、例えば、感光ドラム２０が寿命を迎えた場合には、ドラムカートリッジ１８
のみを交換でき、トナーの残量が所定値よりも少なくなった場合には、現像カートリッジ
１９のみを交換できる。
【０２２０】
　その結果、１つのカートリッジに、トナーが収容されるとともに、感光ドラム２０が備
えられている場合と比較して、ランニングコストの低減を図ることができる。
【０２２１】
　また、ドラムカートリッジ１８を交換する場合には、ドラム把持部７５が把持されて、
本体ケーシング２からドラムカートリッジ１８が離脱される。そのため、本体ケーシング
２からのドラムカートリッジ１８の離脱作業の円滑化を図ることができる。
【０２２２】
　また、現像カートリッジ１９を交換する場合には、現像把持部８０が把持されて、ドラ
ムカートリッジ１８から現像カートリッジ１９が離脱される。そのため、ドラムカートリ
ッジ１８からの現像カートリッジ１９の離脱作業の円滑化を図ることができる。
【０２２３】
　従って、ランニングコストの低減を図ることができることができながら、ドラムカート
リッジ１８および現像カートリッジ１９のそれぞれの離脱作業の円滑化を図ることができ
る。
（４）また、ドラム把持部７５と現像把持部８０とは、図３に示すように、現像カートリ
ッジ１９がドラムカートリッジ１８に装着された状態において、左右方向（感光ドラム２
０の長手方向）に沿って並ぶように配置されている。
【０２２４】
　そのため、ドラム把持部７５と現像把持部８０との間に生じる隙間を低減することがで
きる。
【０２２５】
　その結果、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入した光が、図２に示すように
、ドラム把持部７５と現像把持部８０との間の隙間を通過することを抑制できる。
【０２２６】
　従って、プロセスカートリッジ１５がドラムカートリッジ１８と現像カートリッジ１９
とを備えている場合であっても、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入する光の
少なくとも一部が、ドラム把持部７５および現像把持部８０により遮光され、感光ドラム
２０に当たることを低減できる。
（５）また、現像把持部８０は、図３に示すように、現像カートリッジ１９がドラムカー
トリッジ１８に装着された状態において、ドラム把持部７５の被押圧部７８のそれぞれに
対して、左右方向外側（長手方向外側）から対向するように設けられている。
【０２２７】
　そのため、ドラム把持部７５が、左右方向において、現像把持部８０に挟まれるように
、プロセス把持部９０の略中央部分に配置されている。そのため、ユーザが、プロセスカ
ートリッジ１５を本体ケーシング２から離脱させるときに、ドラム把持部７５を把持しや
すい。その結果、本体ケーシング２からのプロセスカートリッジ１５の離脱作業の円滑化
を図ることができる。
（６）また、ドラム把持部７５は、図４に示すように、左右方向に突出する延出部７９を
備えている。
【０２２８】
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　そして、延出部７９は、現像カートリッジ１９がドラムカートリッジ１８に装着された
状態において、前後方向（感光ドラム２０の長手方向と直交する直交方向）に投影したと
きに、現像把持部８０の左右方向内側部分と重なるように配置されている。
【０２２９】
　そのため、前側から見て、ドラム把持部７５と現像把持部８０との間には、延出部７９
が配置されている。
【０２３０】
　その結果、延出部７９が、図２に示すように、ドラム把持部７５と現像把持部８０との
間の隙間を通過しようとする光（例えば、光線Ｒ２）を、確実に遮光できる。
【０２３１】
　従って、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入する光の少なくとも一部（例え
ば、光線Ｒ２）が、ドラム把持部７５、現像把持部８０および延出部７９により、確実に
遮光される。
（７）また、本体ケーシング２には、図１に示すように、プロセスカートリッジ１５を着
脱するためのカートリッジ開口部５が形成され、トップカバー７が設けられている。
【０２３２】
　そのため、プロセスカートリッジ１５を、カートリッジ開口部５を介して本体ケーシン
グ２に確実に着脱できる。
【０２３３】
　また、トップカバー７には、図７に示すように、押圧部１０が設けられており、プロセ
スカートリッジ１５が本体ケーシング２に対して装着途中である場合（プロセスカートリ
ッジ１５が装着位置に配置されていない場合））、トップカバー７を開放位置から閉鎖位
置に向けて移動させると、押圧部１０がドラム把持部７５を押圧する。そうすると、プロ
セスカートリッジ１５は、ドラム把持部７５を介して押圧部１０に押圧され、装着途中の
位置から所定の装着位置に移動される。
【０２３４】
　すなわち、トップカバー７を開放位置から閉鎖位置に移動させることにより、プロセス
カートリッジ１５を本体ケーシング２に確実に装着させることができる。
（８）また、本体ケーシング２は、図２に示すように、本体ケーシング２に装着されたプ
ロセスカートリッジ１５と用紙開口部６との間に配置される遮光部５３を備えている。
【０２３５】
　そのため、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入する光（例えば、光線Ｒ２）
が、遮光部５３およびプロセス把持部９０により、確実に遮光される。
【０２３６】
　その結果、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入した光（例えば、光線Ｒ２）
が、感光ドラム２０に当たることを確実に低減できる。
（９）また、遮光部５３は、図６に示すように、プロセスカートリッジ１５が本体ケーシ
ング２内部に装着された状態において、前方に向かって（詳しくは、感光ドラム２０に向
けて）投影されたときに、現像把持部８０と重なるように配置されている。
【０２３７】
　そのため、図２に示すように、用紙開口部６から感光ドラム２０に向かって進行する光
（例えば、光線Ｒ２）が、遮光部５３および現像把持部８０により、確実に遮光される。
【０２３８】
　その結果、用紙開口部６から感光ドラム２０に向かって進行する光（例えば、光線Ｒ２
）が、感光ドラム２０に当たることを確実に低減できる。
（１０）また、遮光部５３は、図６に示すように、左右方向（感光ドラム２０の長手方向
）に間隔を隔てて配置されている。
【０２３９】
　そのため、それら遮光部５３の間から容易にジャム処理（詰まった用紙を用紙開口部６
を介して取り除くこと）を実施することができる。
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【０２４０】
　とりわけ、遮光部５３が前方に向かって投影されたときに、現像把持部８０と重なるよ
うに配置されているので、容易にジャム処理を実施することができながら、用紙開口部６
から感光ドラム２０に向かって進行する光（例えば、光線Ｒ２）が、感光ドラム２０に当
たることを確実に低減できる。
（１１）また、図２に示すように、遮光部５３の上端部１０１（基端部）とプロセス把持
部９０の上端部（遊端部）（具体的には、ドラム把持部７５の本体部７６の上端部１０３
）とのそれぞれが、側面視において用紙開口部６の上下方向中央部分と感光ドラム２０の
ドラム軸８２の軸中心とを結ぶ仮想線分Ｌ１に対して、上側（一方側）に配置され、遮光
部５３の下端部１００（遊端部）とプロセス把持部９０の下端部（基端部）（具体的には
、ドラム把持部７５の本体部７６の下端部１０２とのそれぞれが、仮想線分Ｌ１に対して
、下側（他方側）に配置されている。
【０２４１】
　つまり、仮想線分Ｌ１の上側には、第１被覆部５６に接続される遮光部５３の上端部１
０１が配置され、仮想線分Ｌ１の下側には、プロセス把持部９０の下端部、すなわち、前
壁７０に接続される本体部７６の下端部１０２が配置されている。
【０２４２】
　そのため、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入し、感光ドラム２０に向かっ
て進行する光（例えば、光線Ｒ１および光線Ｒ２）は、遮光部５３およびプロセス把持部
９０の少なくともいずれか一方により、確実に遮光される。
【０２４３】
　そのため、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入する光が、感光ドラム２０に
当たることをより確実に低減できる。
（１２）また、プロセス把持部９０は、図２に示すように、プロセスカートリッジ１５に
おける前端部（用紙開口部６側の端部）に設けられている。
【０２４４】
　そのため、プロセスカートリッジ１５が本体ケーシング２に装着された状態において、
プロセス把持部９０を用紙開口部６の近傍に配置することができる。
【０２４５】
　その結果、プロセス把持部９０が、プロセスカートリッジ１５の他の部分に設けられて
いる場合と比較して、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入される光のうち相対
的に多くの光を遮光できる。
【０２４６】
　従って、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入した光が、感光ドラム２０に当
たることを確実に低減できる。
（１３）また、プロセス把持部９０の現像把持部８０には、図４に示すように、その前面
（用紙開口部６側の面）に、複数の突条８１が形成されている。
【０２４７】
　そのため、図２に示すように、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入され、現
像把持部８０の前面に当たった光（例えば、光線Ｒ２’’’）は、複数の突条８１により
拡散するように反射される。
【０２４８】
　その結果、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入した光が、感光ドラム２０に
向かう方向に進行することを抑制できる。その結果、用紙開口部６から本体ケーシング２
内部に侵入した光（例えば、光線Ｒ２）が、感光ドラム２０に当たることを確実に低減で
きる。
（１４）また、プロセス把持部９０のドラム把持部７５（具体的には、本体部７６）は、
図２に示すように、プロセスカートリッジ１５に接続される下端部（具体的には、本体部
７６の下端部１０２）から、用紙開口部６から感光ドラム２０に向かう第１方向Ｘと交差
するように延びて形成されている。



(29) JP 5962273 B2 2016.8.3

10

20

30

40

50

【０２４９】
　また、第１方向Ｘとドラム把持部７５（具体的には、本体部７６）の延びる第２方向Ｙ
１とが、鈍角θ１を形成する。
【０２５０】
　そのため、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入され、本体部７６の前面に当
たった光（例えば、光線Ｒ１’および光線Ｒ２’’）は、入射点（本体部７６の前面にお
ける光の当たった点）に対して、下側（プロセス把持部９０の基端部側）に反射される。
【０２５１】
　その結果、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入した光（例えば、光線Ｒ１お
よび光線Ｒ２）が、プロセス把持部９０の上端部側（遊端部側）に確保されている着脱ス
ペースＳに侵入することを抑制できる。従って、用紙開口部６から本体ケーシング２内部
に侵入した光が、着脱スペースＳを通過して、感光ドラム２０に到達することを抑制でき
る。
（１５）また、プリンタ１は、図２に示すように、本体ケーシング２内部に配置されるス
キャナユニット１６を備えており、プロセス把持部９０は、プロセスカートリッジ１５が
本体ケーシング２に装置された状態において、感光ドラム２０よりもスキャナユニット１
６側に配置される。
【０２５２】
　そのため、プロセス把持部９０とスキャナユニット１６との間に生じる隙間を低減する
ことができる。
【０２５３】
　その結果、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入した光が、プロセス把持部９
０とスキャナユニット１６との間を通過して、着脱スペースＳ（露光スペース）に侵入す
ることを抑制できる。
【０２５４】
　従って、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入した光が、着脱スペースＳを通
過して、感光ドラム２０に到達することが抑制できる。
（１６）また、図２に示すように、プロセスカートリッジ１５が本体ケーシング２内部に
装着された状態において、プロセス把持部９０（ドラム把持部７５および現像把持部８０
）の前面（用紙開口部６側の面）が、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入する
光の少なくとも一部を遮光する。
【０２５５】
　そのため、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入した光が、着脱スペースＳ（
露光スペース）に侵入することを確実に抑制できる。
【０２５６】
　また、プロセス把持部９０の上端部および後面（用紙開口部６側の面と反対側の面）が
、レーザービームＬの通過を許容するので、感光ドラム２０をレーザービームＬにより確
実に露光できる。
６．第２実施形態
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
【０２５７】
　図８は、本発明の画像形成装置の第２実施形態としてのプリンタを示す側断面図である
。
【０２５８】
　図８において、図１～図７に示す各部に対応する部分には、それらの各部と同一の参照
符号を付し、その説明を省略する。
【０２５９】
　第２実施形態では、図８に示すように、本体ケーシング２に、ガイド部の一例としての
手差トレイ９１を支持するための支持部９２が設けられ、支持部９２に手差トレイ９１が
支持されている。
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【０２６０】
　支持部９２は、図１に示すように、本体ケーシング２の左右両側壁のそれぞれにおける
左右方向内側面に設けられ、スキャナユニット１６の下側、かつ、用紙開口部６の上端部
の後側に配置されている。また、支持部９２は、前方に向かって開放される側面視略コ字
状に形成され、本体ケーシング２の側壁の左右方向内側面から、左右方向内方に向かって
突出するように形成されている。
【０２６１】
　手差トレイ９１は、前後左右方向に延びる略平板形状に形成され、前後方向に伸縮可能
に構成されている。そして、手差トレイ９１は、その左右両端部のそれぞれが対応する支
持部９２に支持されることにより、本体ケーシング２に固定されている。
【０２６２】
　このような手差トレイ９１は、画像形成動作において、必要により、用紙開口部６を介
して、本体ケーシング２から突出するように、前方に向かって伸長される。
【０２６３】
　そして、用紙Ｐが、手差トレイ９１の上面にガイドされて、用紙開口部６から本体ケー
シング２内部に導入され、ピックアップローラ１１に給紙される。
【０２６４】
　つまり、手差トレイ９１が、用紙Ｐを、用紙開口部６を介して本体ケーシング２内部に
円滑に導入することができるので、用紙Ｐの本体ケーシング２に対する導入作業の円滑化
を図ることができる。
【０２６５】
　また、このような第２実施形態においても、上記した第１実施形態と同様の作用効果を
奏することができる。
【０２６６】
　さらに、手差トレイ９１および支持部９２のそれぞれが、用紙開口部６から本体ケーシ
ング２内部に侵入する光を遮光するので、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入
する光の少なくとも一部が感光ドラム２０に当たることをより一層低減できる。
７．第３実施形態
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。
【０２６７】
　図９は、本発明の画像形成装置の第３実施形態としてのプリンタを示す側断面図であっ
て、現像カートリッジが着脱途中である状態を示す。
【０２６８】
　図９において、図１～図７に示す各部に対応する部分には、それらの各部と同一の参照
符号を付し、その説明を省略する。
【０２６９】
　上記した第１実施形態および第２実施形態では、図１に示すように、ドラムカートリッ
ジ１８が、感光ドラム２０、転写ローラ２１およびスコロトロン型帯電器２２を備えてい
る。
【０２７０】
　これに対して、第３実施形態では、図９に示すように、本体ケーシング２が、感光ドラ
ム２０、転写ローラ２１およびスコロトロン型帯電器２２を備えている。
【０２７１】
　第３実施形態おいて、現像カートリッジ１９の現像フレーム２５は、ドラム把持部７５
および現像把持部８０を一体的を備えるように構成される。そして、一体的に設けられる
ドラム把持部７５および現像把持部８０が、現像剤収容カートリッジ把持部の一例として
構成される。
【０２７２】
　そのため、上記した第１実施形態と同様の作用効果を奏することができる。
【０２７３】
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　具体的には、ドラム把持部７５および現像把持部８０により、用紙開口部６から本体ケ
ーシング２内部に侵入した光が感光ドラム２０に当たることを低減できるので、感光ドラ
ム２０の表面が劣化することを抑制でき、かつ、画像形成不良の発生を抑制できる。
【０２７４】
　また、本体ケーシング２内部において、遮光するためのスペースを別途確保する必要が
なく、本体ケーシング２の小型化、ひいては、プリンタ１の小型化を図ることができる。
８．変形例
　また、上記した第１実施形態～第３実施形態では、図１に示すように、遮光部５３が、
第１被覆部５６の下端部から下方に向かって延びるように形成されている。
【０２７５】
　これに対して、遮光部５３は、図１の仮想線で示すように、下端部１００（遊端部）が
、上端部１０１（基端部）よりも後側（プロセスカートリッジ１５側）に配置されるよう
に、第１被覆部５６の下端部から、下方に向かうに従って後方に傾斜するように形成して
もよい。
【０２７６】
　これによれば、遮光部５３の下端部１００（遊端部）と、プロセス把持部９０（ドラム
把持部７５および現像把持部８０）の下端部（基端部）との間の間隔を小さくすることが
できる。
【０２７７】
　そのため、本体ケーシング２内部に侵入された光が、遮光部５３とプロセス把持部９０
との間を通過することを抑制でき、遮光部５３および／またはプロセス把持部９０により
、確実に遮光される。
【０２７８】
　また、遮光部５３の下端部１００を上端部１０１よりも後側（プロセスカートリッジ１
５側）に配置すると、第１方向Ｘ（図２参照）に投影したときに現像把持部８０（図６参
照）と重なる遮光部５３の部分（ラップ部分）を大きくすることができる。
【０２７９】
　そのため、用紙開口部６から感光ドラム２０に向かって進行する光（例えば、光線Ｒ２
（図２参照））が、遮光部５３およびプロセス把持部９０により、より一層確実に遮光さ
れる。
【０２８０】
　従って、用紙開口部６から本体ケーシング２内部に侵入する光が、感光ドラム２０に当
たることをより一層確実に低減できる。
【０２８１】
　上記したプリンタ１は、本発明の画像形成装置の一実施形態であり、本発明は、上記し
た第１実施形態～第３実施形態に限定されない。
【０２８２】
　本発明の画像形成装置は、上記したモノクロプリンタの他、カラープリンタとして構成
することもできる。
【０２８３】
　画像形成装置をカラープリンタとして構成する場合には、複数の感光体と記録媒体搬送
部材とを備えるダイレクト方式のタンデム型カラープリンタや、複数の感光体と、中間転
写体と、転写部材とを備える中間転写方式のタンデム型カラープリンタとして構成するこ
とができる。
【０２８４】
　また、プロセスカートリッジ１５は、上記したようなドラムカートリッジ１８と現像カ
ートリッジ１９とが分離する分離型の他、ドラムカートリッジ１８と現像カートリッジ１
９とを一体的に備える一体型として構成することもできる。
【０２８５】
　さらに、現像カートリッジ１９は、現像ローラ３４を有するフレームに対し、トナーが
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収容されるトナーカートリッジが着脱自在に装着されるように構成することもできる。
【０２８６】
　また、上記したプリンタ１では、給紙カバー８を備えたが、これに代えて、給紙カセッ
ト（給紙トレイ）を備えることもできる。
【０２８７】
　また、上記した感光ドラム２０に代えて、例えば、感光ベルトなどの感光体を適用する
こともできる。
【０２８８】
　また、上記した現像ローラ３４に代えて、例えば、現像スリーブ、現像ベルト、ブラシ
状のローラなどの現像剤担持体を適用することもできる。
【０２８９】
　また、上記した供給ローラ３３に代えて、例えば、供給スリーブ、供給ベルト、ブラシ
状のローラなどの供給部材を適用することもできる。
【０２９０】
　また、上記したアジテータ２９に代えて、例えば、オーガスクリューや搬送ベルトなど
の搬送部材を適用することもできる。
【０２９１】
　また、上記した転写ローラ２１に代えて、例えば、転写ベルト、転写ブラシ、転写ブレ
ード、フィルム型転写装置などの接触型の転写部材や、例えば、コロトロンタイプなどの
非接触型の転写部材などを適用することもできる。
【０２９２】
　また、上記したスコロトロン型帯電器２２に代えて、例えば、コロトロン型帯電器、鋸
歯状の放電部材などの非接触型の帯電器や、帯電ローラなどの接触型の帯電器などを適用
することもできる。
【０２９３】
　また、上記したスキャナユニット１６に代えて、ＬＥＤユニットなどの露光部材を適用
することもできる。
【０２９４】
　さらに、本発明の画像形成装置は、画像読取部などを装備して、複合機として構成する
こともできる。
【０２９５】
　これらによっても、上記した第１実施形態と同様の作用効果を奏することができる。
【０２９６】
　なお、上記した第１実施形態～第３実施形態および変形例は、適宜組み合わせることが
できる。
【符号の説明】
【０２９７】
１　　　プリンタ
２　　　本体ケーシング
５　　　カートリッジ開口部
６　　　用紙開口部
７　　　トップカバー
１０　　押圧部
１５　　プロセスカートリッジ
１６　　スキャナユニット
１８　　ドラムカートリッジ
１９　　現像カートリッジ
２０　　感光ドラム
５３　　遮光部
７５　　ドラム把持部
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７９　　延出部
８０　　現像把持部
８１　　複数の突条
９０　　プロセス把持部
９１　　手差トレイ
９２　　支持部
１００　遮光部の下端部
１０１　遮光部の上端部
１０２　本体部の下端部
１０３　本体部の上端部
Ｐ　　　用紙
Ｌ　　　レーザービーム
Ｌ１　　感光ドラムの軸中心と用紙開口部とを結ぶ仮想線分
Ｘ　　　第１方向
Ｙ１　　第２方向

【図１】 【図２】
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